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11月の異動

阿賀町の人口（11月30日現在）

………………………………………
………………………………………
………………………………………
………………………………………

　男
　女
合　計
世帯数

人
人
人
世帯

5,394
5,724

11,118
4,629

■
■
■
■

……………………………………………
……………………………………………　
……………………………………………
……………………………………………

転　入
転　出
出　生
死　亡

人
人
人
人

16
32

8
31

■
■
■
■

　92－3330

　92－3332

三川支所

行政係

振興係

支所名

各支所の問い合わせ先

鹿瀬支所 上川支所

　95－2211

　95－3740

　99－2311

　99－2311

■このコーナーでは、町の集落支援員が各集落を訪問し、
活動した様子や地域の皆さんの関わりについて紹介します。
【問い合わせ先】総務課 企画財政係 ☎92-3113

集落支援日記 VOL.40
集落
訪問

　楢山区の石川スミ子さんのお宅を訪問し、クルミ割りのお手伝いし
てきました。
　クルミは、皮をむいて、乾燥させたあと一晩水につけてから、スト
ーブの火にかけた鍋で煎ります。
　せっかく乾燥させたクルミを水につけるのはどうしてなのかと思っ
ていると、一晩水につけることによって、火にかけた時に口が開きや
すくなると教えてもらいました。口の開いたクルミは、クルミ割りで
はさむと気持ちいいくらいにパカッと割れました。はじめは、割れ目
にうまくあてることが難しかったですが、回数を重ねるうちにコツを
つかみ、きれいに割ることができました。私たちが次から次へとクル
ミ割りをするので、「早いね！」と石川さんも驚いてくれました。
　クルミをほる時は、「手を怪我しないように気をつけて」と手袋を
貸していただき、「二つに分かれているほうからほるとやりやすいよ」
と教えていただきました。早速、クルミほりに挑戦しましたが思うようにきれいにほれずとても難しかったです。石川さんは、
「クルミ割りは力がいるので、大変だ」と話していましたが、私は、面白いほどにきれいに割れるので、自分でもクルミ拾いをし
てみようかなと思うほど楽しいひと時でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【集落支援員】石川千春

　石川さんは、自宅近くにクルミの木があり、そこで毎年ク
ルミ拾いをしています。
　採ったクルミは、楢山区で毎年11月に行われている山の神
祭りやお正月にクルミ餅やクルミ和えにして食べるそうです。
　また、お花が好きで、プランターでベゴニアや日々草、畑
では百日草を育てて、日々楽しんでいます。健康に気をつけ
ながら、畑で野菜作りもしているそうです。訪問時は、大根
やかぶ、白菜などの冬野菜が大きく育っていました。

旬の食材で季節を楽しむ

40

クルミパワーで元気いっぱい　石川スミ子さん

楢　山　区

おくやみ
（年齢） 世帯主名 住所亡くなった方◆

うぶごえ

（11月１日～11月30日届出分）

赤ちゃん氏名 誕生日 保護者名 住所

長谷川　蓮　空

清　野　剣士郎

齋　藤　わ　か

仮　名　晴　絃

遠　藤　華　月

田　﨑　　　杏

眞　田　哲　斗

渡　辺　陽　和

天 満 区

九 島 区

あが野ニュータウン区

平 堀 区

松ケ丘区

上ノ山区

黒 岩 区

八木山区

(10月25日)

(10月26日)

(11月４日)

(11月３日)

(11月７日)

(11月19日)

(11月20日)

(11月22日)

く　ん

く　ん

ちゃん

く　ん

く　ん

ちゃん

く　ん

ちゃん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

……

……

…　

……

……

……

……

……

　丞

大　樹

貴　之

浩　行

　瞭

工治朗

侑　也

俊　行

(は　く)

(けんしろう)

(せ　お)

(かげつ)

(あ　ん)

(てつと)

(ひより)

神
田

一
秋

町
長

 12月
3日

初
登

庁
神

田
一

秋
町

長
 12月

3日
初

登
庁

＊
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
＊

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
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渡　部　マツノ
井　上　チ　サ
佐　藤　秋　子
稲　生　ウ　メ
長谷川　賢　藏
宮　城　道　 
小日山　みつ子
清　野　ウメ子
長谷川　千枝子
寺久保　　　節
藤　崎　和　雄
加　藤　将　太
伊　藤　結　子
長谷川　壽　榮
長谷川　　　治
清　野　　　孝
波　田　サ　タ
田　谷　タ　イ
神　田　幸　一
佐　藤　正　利
市　川　ミサホ
渡　部　和　弘
齋　藤　周　伍
薄　　　市　子
齋　藤　　　力
板屋越　　　枝

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん
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さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん
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さん

五十島区
中 村 区
麦生野区
野 中 区
高 出 区
白 崎 区
五十島区
小 杉 区
向鹿瀬区
向鹿瀬区
向鹿瀬区
小 山 区
野 中 区
広 瀬 区
広 瀬 区
長 谷 区
徳 瀬 区
白 崎 区
中ノ沢区
釣 浜 区
馬 取 区
徳 瀬 区
岩 谷 区
津川３区
八田蟹区
石 間 区
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（85 歳）
（83 歳）
（52 歳）
（93 歳）
（61 歳）
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紀　子
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本　人
勝　三
厘　一
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本　人
本　人
清九郎
本　人
惣　一
本　人
本　人
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德　吉
朝　雄
和　幸

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん
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　このたびの町長選挙におきまして、多くの町民の皆様の温かいご支援

とご支持をいただき、町政をお預かりすることになりました。

　町政の更なる発展のため、町民の皆さまのご期待にお応えするべく全

身全霊をささげる所存です。

　現在の課題は、人口減少とそれに伴う少子高齢化です。　

私は選挙で「若者が残れる町へ！」をスローガンに掲げ、５つのお約束

をさせていただきました。

（1）未来への投資！将来夢を描ける町づくり

（2）産業・地域経済が元気な町づくり

（3）高齢者・障がい者も住みよい町づくり

（4）人口減少社会を意識した町づくり

（5）住民参加！新しい視点の町づくり

　これまでの行政経験と人脈をフルに活用しながら、役場から積極的に

地域に出向き、町民の皆さんからご意見やご提案をお伺いしながら、お

約束した公約実現のために、町民の皆さんと一緒に一つひとつ大きく実

らせていく決意です。

　『豊かな自然を活かした産業の創設、輝く文化に光をあてる観光・交

流の推進、そして何よりも、みんなで築く安心のまち』作りを進めて参

ります。

　「今日より明日！きっと良くなると思える阿賀町！」を具現化するた

めの施策を積極的に展開していきます。

　今後とも町政に対する皆様の温かいご理解とご協力を賜りますようお

願いを申し上げまして、就任のご挨拶といたします。

～町に貢献された
　　　　　　　方々を称えて～ 平成30年度  阿賀町表彰式平成30年度  阿賀町表彰式平成30年度  阿賀町表彰式

　11
月
５
日
、
町
役
場
本
庁
で
町
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　表
彰
対
象
者
は
、
民
生
の
安
定
に
寄
与
さ
れ
た
方
、

町
政
の
発
展
、
社
会
奉
仕
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
で
、

７
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
功
労
表
彰

　□
民
生
委
員
児
童
委
員
の
功
績

　
　波
田
野
敏
男
さ
ん
（
鹿
瀬
区
）

　□
人
権
擁
護
委
員
の
功
績

　
　宮
川

　
　毅
さ
ん
（
後
地
区
）

自
治
功
労
表
彰

　□
区
長
の
功
績

　
　德
永

　森
安
さ
ん
（
馬
取
区
）

　
　猪
俣

　仁
美
さ
ん
（
小
荒
区
）

　
　長
谷
川

　晉
さ
ん
（
小
杉
区
）

　
　長
谷
川
久
喜
さ
ん
（
赤
岩
区
）

善
行
表
彰

　□
交
通
指
導
員
の
功
績

　
　佐
藤

　勝
男
さ
ん
（
西
区
）

▲右前から佐藤　勝男さん、猪俣　仁美さん
　　　　　波田野敏男さん、宮川　　毅さん
　　　　　長谷川久喜さん

平成30年11月18日執行

阿賀町長選挙及び阿賀町議会議員補欠選挙
選挙結果

★阿賀町長選挙

★阿賀町議会議員補欠選挙

男性

女性

計

4,818

5,203

10,021

3,897

4,173

8,070

921

1,030

1,951

80.88

80.20

80.53

選挙当日有
権者数

投票者数 棄権者数 投票率

■投票の状況

＊無効投票数　　84票

按分により切り捨てた票数　　0.001票

（無所属）

（無所属）

（無所属）

3,040票

3,011票

1,935票

■開票の結果

当選　長谷川  眞当選　宮澤　直子

～今日より明日、

　　きっと良くなると

　　　　　　思える阿賀町～

（人） （％）（人）（人）
神 田 一 秋

猪 俣 誠 一

宮 川 弘 懿

当選

（無所属）

（無所属）

（無所属）

（無所属）

2,723　 票

2,366.494票

1,900　 票

　648.505票

■開票の結果

宮 澤 直 子

長谷川　　眞

清 田 輝 子

長谷川 良 子

当選

当選

男性

女性

計

4,818

5,203

10,021

3,895

4,173

8,068

923

1,030

1,953

80.84

80.20

80.51

選挙当日有
権者数

投票者数 棄権者数 投票率

■投票の状況

＊無効投票数　　430票

（人） （％）（人）（人）

阿賀町長　神 田  一 秋

２12月号３ 広報あが

新町長あいさつ



新
津
税
務
署
納
税
表
彰

　11
月
９
日
、
新
津
税
務
署
及
び
新
津
税
務
署
管
内
税
務

協
力
団
体
協
議
会
主
催
に
よ
る
「
平
成
30
年
度
新
津
税
務

署
納
税
表
彰
式
」
が
新
潟
市
秋
葉
区
役
所
で
行
わ
れ
、「
税

に
つ
い
て
の
作
文
」
部
門
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
阿
賀

町
の
中
学
生
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

■
阿
賀
町
長
賞

　三
川
中
学
校
３
年

　
　
　
　坂
井

　愛
菜

　さ
ん

■
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

　阿
賀
津
川
中
学
校
２
年

　
　伊
藤

　知
夏

　さ
ん

■
新
津
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

　阿
賀
黎
明
中
学
校
３
年

　
　猪
俣

　美
羽

　さ
ん

■
東
蒲
原
郡
商
工
会
振
興
協
議
会
長
賞

　三
川
中
学
校
３
年

　
　
　
　長
峰

　
　類

　さ
ん

　猪
俣
紀
夫
さ
ん
が
、
長
年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
の
功

績
に
よ
り
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　猪
俣
さ
ん
は
昭
和
50
年
に
鹿
瀬
町
消
防
団
に
入
団
さ
れ

平
成
25
年
に
退
団
さ
れ
る
ま
で
消
防
団
活
動
に
精
通
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
、
住
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
崇
高
な

使
命
感
の
も
と
、
地
域
の
消

防
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　晴
れ
の
受
章
、
大
変
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

～
功
績
を
た
た
え
て
～

～
功
績
を
た
た
え
て
～

秋
の
叙
勲

猪
俣
紀
夫
さ
ん（
当
麻
区
）

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

年末年始の業務（公共施設・福祉バス等）

施設名など

12月 １月

28日
(金)

29日
(土)

30日
(日)

31日
(月)

１日
(火)

２日
(水)

３日
(木)

４日
(金)

問い合わせ先

福 祉 バ ス（全域）

Ｂ＆Ｇ海洋センター

ご　み　収　集

し　尿　収　集

町営診療所みかわ

県立津川病院

病

　院

　等
（
外
来
診
療
）

公

　
　民

　
　館

町 役 場（各支所）

夜 間 診 療 所
（五泉市東蒲原郡医師会）

※ごみを直接個人で搬入される場合は、右の問い合わせ先へ連絡の
　上、クリーンセンターまたは不燃物処理センターへ12月28日（金）
　までに搬入してください。
※直接搬入は１月４日から

ふるさと交流川屋敷
（津川分館）

鹿 瀬 診 療 所

上 川 診 療 所

通常通常

通常

休業

通常通常 休業

通常通常 休業

通常通常 休業

休業

通常 通常休業

通常 通常休業

通常 通常休業

通常 通常休業

通常 通常運休

高　速　バ　ス 通常 通常運休

通常 通常休業

休業通常

通常 通常休業

通常休業

(有)岩城屋　　92－3318

　92－2219

　95－2280

　92－3311

【燃えるごみ】
町クリーンセンター　　92－2294

【燃えないごみ】
不燃物処理センター　　99－3594

津川Ｂ＆Ｇ海洋センター　　92－2771
上川Ｂ＆Ｇ海洋センター　　95－2288
三川Ｂ＆Ｇ海洋センター　　99－3671

町　公　民　館　　92－3334
津　川　分　館　　92－3750
郷 土 資 料 館　　95－2253
ふるさと学習館　　99－2253

町役場総務課　　92-3113

　92－3111（代表）

　0250－25－7878

　99－5155

町　公　民　館

町郷土資料館
（上川分館）

ふるさと学習館
（三川分館）

休業 通常通常

神田敏郎町長、３期１２年の任期を終え勇退

波田野副町長 退任

最後の訓示を行う神田敏郎町長

　阿賀町長として、３期12年にわたり、町政を

担われた神田敏郎町長が12月２日をもって退任

されました。

　神田敏郎町長は、昭和44年４月１日に三川村

役場に奉職され、平成７年から三川村長を２期

務め、平成18年からは阿賀町長として町の発展

にご尽力くださいました。長い間、大変お疲れ

様でした。

　波田野副町長が、12月２日付けで退任され

ました。波田野副町長は、昭和57年４月１日

に鹿瀬町役場に奉職し、阿賀町教育長などを

歴任され、長きにわたり本町の行政に携わり、

町の発展にご尽力くださいました。長い間、

大変お疲れ様でした。
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今
年
も
雪
の
降
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
冬
を
安
全
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
お
願
い
し
た
い
こ
と
、

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
も
雪
の
降
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
冬
を
安
全
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
お
願
い
し
た
い
こ
と
、

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
に
つ
い
て

除
雪
に
つ
い
て

　近
年
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
な
ど
で
短
時

間
に
多
量
の
雪
が
降
る
な
ど
、
除
雪
作
業
が

難
し
い
気
象
状
況
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
町
で
は
国
や
県
と
連
携
し
て
皆
さ
ん
の

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
よ
う
除
雪
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
円
滑

で
安
全
な
除
雪
作
業
の
た
め
に
、
次
の
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
水
が
流
れ
て
い
な
い
時
に
雪
を
入
れ
た
り

他
の
地
区
の
使
用
時
間
に
雪
を
流
し
た
り
、

雪
を
割
る
た
め
の
格
子
を
外
し
て
入
れ
た
り

す
る
と
、
詰
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
区

ご
と
に
決
め
ら
れ
た
使
用
時
間
と
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う
。
特
に
格
子
は
雪
を
細
か
く

し
て
入
れ
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
人
が
流

雪
溝
に
落
ち
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で

す
。
「
格
子
を
外
し
て
は
い
け
な
い
」
と
、

ご
近
所
同
士
で
声
を
掛
け
合
い
、
流
雪
溝
の

安
全
な
使
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
交
通
事
故
や
交
通
渋
滞
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
道
路
へ
雪
を
出
す
こ
と
は
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　
除
雪
作
業
中
は
視
界
が
悪
い
場
合
が
多
く
、

大
変
危
険
で
す
。
除
雪
車
に
は
絶
対
に
近
づ

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
道
路
除
雪
の
後
に
、
住
宅
や
車
庫
の
出
入

り
口
付
近
に
雪
が
残
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が

各
ご
家
庭
で
排
雪
さ
れ
る
よ
う
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
道
路
の
除
雪
作
業
で
は
、
雪
捨
て
場
の
確

保
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
除
雪
し
た
雪
を
道

路
脇
の
農
地
や
空
き
地
な
ど
に
置
か
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　

　
除
雪
車
は
、
普
通
の
自
動
車
よ
り
屋
根
が

高
く
、
幅
も
あ
り
ま
す
。
路
上
駐
車
を
し
て

い
る
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
路
上
や
道
路
脇
に
も
の
が
あ
っ
た

り
、
庭
木
の
枝
な
ど
が
張
り
だ
し
て
い
る
と

作
業
の
支
障
と
な
り
危
険
で
す
の
で
、
降
雪

前
に
か
た
づ
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　町
で
は
「
阿
賀
町
要
援
護
世
帯
除
雪
費
助

成
制
度
」
に
よ
り
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

世
帯
や
、
母
子
世
帯
、
障
害
者
世
帯
で
あ
っ

て
、
自
力
で
は
除
雪
で
き
な
い
世
帯
に
除
雪

費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
冬
期
間
に
「
空
き
家
」
と
な
る
場
合

■
町
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯

■
世
帯
全
員
の
収
入
が
基
準
を
超
え
る
場
合

（
収
入
額
は
、
申
請
が
あ
っ
た
際
に
町
が
調

　査
し
ま
す
。）

※
例

　75
歳
一
人
暮
ら
し
の
場
合
、
年
収
１
，

　
　
　０
３
９
，７
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と

■
助
成
を
受
け
る
世
帯
員
が
、
町
内
に
居
住

　す
る
者
よ
り
、
所
得
税
等
の
扶
養
親
族
と

■
助
成
額

　一
冬
に
４
０
，
０
０
０
円
ま
で

■
対
象
と
な
る
作
業

　

・
生
活
家
屋
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し

・
避
難
路
の
除
雪

・
自
然
落
下
式
屋
根
か
ら
の
落
雪
の
除
雪

・
健
康
福
祉
課

　福
祉
係

・
各
支
所

　行
政
係

　ま
た
は
、
お
近
く
の
民
生
委
員
へ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

下
水
道
へ
の
接
続
は
お
済
み
で
す
か
？

助
成
額
と
助
成
の
内
容

助
成
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い

雪
捨
て
場
の
確
保
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

路
上
駐
車
は
や
め
、
路
上
や
道
路
脇
に
も
の

を
置
か
な
い(

出
さ
な
い)

で
く
だ
さ
い

流
雪
溝
の
使
用
時
間
と

　
　
　ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

冬
期
間
の
水
道
料
金
・

　
　
　
　下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
　漏
水
の
簡
単
な
見
分
け
方

要
援
護
世
帯
の
除
雪
費
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

水
道
・
下
水
道
に
つ
い
て

水
道
・
下
水
道
に
つ
い
て

　冬
期
間
の
水
道
の
漏
水
や
水
道
管
の
凍
結
、

水
道
・
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
次
の
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
毎
年
１
月
か
ら
３
月
（
上
川
地
域
は
１
月

か
ら
４
月
）
は
冬
期
間
と
し
、
メ
ー
タ
ー
検

針
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
料
金
等
に
つ
い
て
は
、
10
月
請
求
分
か
ら

12
月
請
求
分
の
３
か
月
の
平
均
使
用
量
で
算

定
し
、
こ
の
料
金
を
認
定
料
金
と
し
て
１
月

か
ら
３
月
に
通
常
ど
お
り
請
求
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、検
針
再
開
後
、４
月
（
上

川
地
域
は
５
月
）
に
冬
期
間
の
精
算
を
行
い

ま
す
。

　
ご
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
が
ど
こ
に
あ
る

か
ご
存
じ
で
す
か
？

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
検
針
に
よ
り
お
客
様

の
使
用
量
を
正
確
に
計
算
す
る
た
め
だ
け
で

な
く
、
漏
水
の
発
見
に
も
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ご
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
が
ど

こ
に
あ
る
か
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

物
が
置
か
れ
て
い
な
い
か
な
ど
、
普
段
か
ら

確
認
す
る
と
と
も
に
漏
水
を
早
期
に
発
見
す

る
た
め
に
メ
ー
タ
ー
を
こ
ま
め
に
見
る
習
慣

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
漏
水
で
修
理
が
必
要
な
場
合
は
、

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
の
修
理
代
金
は
お
客
様

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
水
道
管
が
凍

結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
水
道
管
が
凍
結
し

て
し
ま
う
と
、
水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で
な

く
、
水
道
管
が
破
裂
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
等
で
水
道
管
が
破
裂
す
る

と
周
囲
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
冬
期
間
な

ど
水
道
を
使
用
し
な
い
空
き
家
の
所
有
者
の

方
は
、
水
道
休
止
の
手
続
き
を
取
る
な
ど
、

凍
結
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
水
道
管
が
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ
は
？

　

①
水
道
管
が
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

　
る
と
こ
ろ

②
水
道
管
が
北
向
き
の
場
所
に
あ
る
と
こ
ろ

③
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

■
凍
結
の
防
ぎ
方
は
？

　
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
は
保
温

材
や
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
の
取
り
付
け
を
お

勧
め
し
ま
す
（
取
り
付
け
る
場
合
は
、
町
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
）
。
夜
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
と
き
は

湯
沸
器
な
ど
の
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
凍
結
・
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
？

　
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
蛇
口
を
全

開
に
し
、
タ
オ
ル
な
ど
の
布
を
あ
て
、
そ
の

上
か
ら
約
50
℃
の
お
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
ま

し
ょ
う
。
直
接
お
湯
を
か
け
た
り
急
に
熱
湯

を
か
け
る
と
破
裂
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
（
丙
止
め
）
が

あ
る
方
は
止
水
栓
を
閉
め
て
水
を
止
め
、
早

め
に
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
安
心
で
衛
生
的
な
暮
ら
し
の
た
め
下
水
道

へ
接
続
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
下
水
道
加
入
に
か
か
る
負
担
金
・
分
担
金

　
は
、
平
成
29
年
６
月
の
料
金
改
定
よ
り
一

　
律
12
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
漏
水
チ
ェ
ッ
ク
！
】

　ご
家
庭
内
の
水
道
蛇
口
を
全
て
し
め
た
状

態
で
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
コ

マ
が
回
転
し
て
い
る
場
合
は
蛇
口
以
外
か
ら

水
が
漏
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

道路除雪に関する問い合わせ先

■国 道 49 号…国土交通省水原維持出張所 ☎0250－62－3100

■国道459号・県道・主要地方道

　　　　　　…津川地区振興事務所維持管理課 ☎92－2622

■町　　　道…役場建設課建設係 ☎92－5765

　　　　　　　各支所振興係 ☎18ページ

■高 速 道 路…NEXCO東日本お客様センター ☎0570－024－024

　　　　　　　※PHS・I P電話からは ☎03－5338－7524

水道料金・漏水や水道管凍結に関する問い合わせ先

役場建設課  上下水道係 ☎92－5766 ／ 各支所振興係 ☎18ページ

▼メーター例（メーターによってコマの位置が異なります）

　な
っ
て
い
る
場
合

■
子
供
や
孫
、
親
戚
が
除
雪
を
行
っ
た
場
合

コマ

メーター指針メーター指針

冬
将
軍

！！

到
来
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郷土愛でつながる人の絆

第２４回東京津川会総会・ふるさと津川会

　10月28日、東京津川会総会とふるさと津川会が東
京ガーデンパレスで行われました。
　関係者77人が参加し、総会では赤城会長が再選され、
２年間「東京津川会」の運営を託されることになりま
した。
　引き続き行われた「ふるさと津川会」では、地酒を
酌み交わしながら交流を深めました。
　故郷のお土産抽選会もあり、熱気に満ちあふれた会
場は美酒と共に懐かしさに酔いしれたひと時となりま
した。
　最後に長年の町政運営にご尽力いただいた、神田敏
郎前町長に感謝の気持ちを込めて、津川会を代表して
富田副会長より花束と記念品が贈られ、会場は盛大な
拍手に包まれていました。

やさしく声かけ　地域で見守る

はいかい高齢者捜索模擬訓練

　10月26日、「はいかい高齢者捜索模擬訓練」が鹿瀬
区を会場に行われました。
　訓練は、認知症の方を実際に見かけたときに戸惑
ってしまわないよう、認知症の方が徘徊しているこ
とを想定し、捜索や徘徊者役に声をかける疑似体験
を行いました。
　当日は、地域の方々や鹿瀬小学校の５、６年生を
含む40人が参加しました。
　参加した方からは、「日頃から地域の人たちがつな
がっていくことが大切だと感じた」、「地域の協力が絶
対必要」「相手の言葉を否定しないようにしたい」な
どの声が聞かれました。

健康長寿に躍進誓う

上川地区老人クラブ友愛ふれあい躍進大会

　11月20日、第46回上川地区老人クラブ友愛ふれあ
い躍進大会が上川会館で行われました。
　大会は、高齢者の新しい仲間づくり・健康づくりを
進め、お互いに交流を図りながら老人クラブの活動を
推進することを目的として、毎年11月に行われていま
す。
　今年は、『みんな実は悩んでいる!?「尿漏れ」対策
法』をテーマに町保健師らによる寸劇や高松清さんら
による歌謡ショーが行われ、会場は終始、和やかな雰
囲気に包まれていました。

あがまちトピックス ～イベント＆地域ニュース～

交通安全で広げる地域の輪

新潟点灯アクションリレー

　11月８日、新潟点灯アクションリレーが津川警察署
前で行われました。
　この活動は、新潟県警と新潟大学が連携した交通安
全サポーターが企画したもので、県内６カ所を会場に
「事故の無い安全なまちづくり」の実現に向けた取り
組みのひとつです。
　大学生や地元ボランティアなど約15人が参加し、
「早目にライト」「おもいやりライト」などのパネル
を手にドライバーへ呼びかけました。
　参加者は、「夕暮れ時の交通事故が多いという現状
で、少しでも事故を防げたらと思い参加しました。こ
のような活動が、県内に広がり交通事故が無くなれば
と思っています」と話していました。

旅人の足跡から歴史を学ぶ

第４回会津（越後）街道サミット

　11月25日、第４回会津（越後）街道サミットが阿賀
町文化福祉会館で行われました。
　催しは、県などが主催し、新発田藩と会津藩をつな
いだ会津（越後）街道をとおして、歴史と文化を広く
知ってもらうために行われたものです。
　今回のサミットでは、1878年に本町など新潟県を旅
行したイギリスの女性旅行家、「イザベラ・バード」
をテーマに福島県立博物館館長の赤坂憲雄氏が、バー
ドの足跡をたどりながら、街道を中心とした歴史や魅
力について講演しました。
　参加者は、「バードの足跡をたどり町歩きをしまし
たが、天気が良くてよかった。明治の津川の街並みを
思いながら講師の皆さんのお話を聴き、バードを身近に感じた１日でした」ととても満足そうでした。

▲笑顔であいさつ　神田敏郎前町長

▲笑いながら学べると参加者から大好評

▲早めのライト点灯をパネルで呼びかける中野小路たかまろさん

▲表彰状を受け取った鹿瀬小の児童たち

協力しながら互いに成長

アルミ缶小・中学校回収協力者表彰

　10月11日、鹿瀬小学校が「アルミ缶小・中学校回収協力者
表彰」を受賞しました。
　表彰は、アルミ缶リサイクル協会がアルミ缶回収活動の普
及を目的として、優秀な回収・活動実績があった団体に毎年
行っているものです。
　鹿瀬小学校は、リサイクル活動に取り組んでいる新潟昭和
（株）さんからこの事業を紹介され、アルミ缶のリサイクル
活動に取り組んでいます。
　委員会の児童が中心となって、全校児童にアルミ缶が貴重
な資源になることを呼びかけ、班ごとに回収したアルミ缶の
数を競う「アルミ缶リサイクル競争」など工夫を凝らした活
動で、11月は1000個を超えるアルミ缶が集まりました。
　このような活動が高く評価され、受賞全国54校のうちの１
校として表彰されました。

▲真剣に取り組む児童

▲赤坂憲雄氏の特別講演

あがまちトピックス ～イベント＆地域ニュース～
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遊びが身体と脳を育てる！？遊びが身体と脳を育てる！？遊びが身体と脳を育てる！？
～身体を使って、ふれ合って子どもと遊ぼう～
　みなさんは、普段、お子さんと何をして遊んでいますか？ゲーム？

スマホやipad？

　子どもの健やかな成長発達のためには、「遊び」がとても大切です。

身体の「揺れ」「上下の動き」「感触、触れる」「回る」「スピードをつ

ける」などの要素を伴う遊びは感覚を刺激し、脳の働きを活発にします。

≪日常生活でできる身体を使ったふれ合い遊び≫

★上下運動★

上下動が脳の働きを活発にします。安全に注意
しましょう。

★回転★

頭・首を支点に身体を回転させる動きで、姿勢を保つ力が向上します。

〇膝上ピョンピョン（7ヵ月頃から）

〇たかいたかい（7ヵ月頃から）

〇トランポリン

〇寝返りごろごろ（7ヵ月頃から）

＊子どもの体を左右に揺らします。
2歳頃からは布団の上でコロコロ
転がって遊びます。

〇抱っこしてくるり（1歳頃から）

＊最初はゆっくりと回ってみましょう。
子どもの反応を見ながら、無理せずに！

揺れる動きがバランス感覚を育てま
す。また、落ちないようにとしがみつ
くことで筋肉の動きや力加減を育
てます。

★揺れ★

人との接触・身体を動かし
声を出して笑うことで、脳
に様々な刺激が伝わります。

★感触・触れる★

加速度の刺激や視野の変
化が平衡感覚を育てます。

★加速度★

〇抱っこゆらゆら・おんぶ

〇お馬さんパカパカ

（首が座った頃から）

〇毛布ブランコ（お座りの頃から）

＊毛布の上で子どもを寝かせ、大人2人が毛
布の両端を持ってゆっくりと揺らします。

〇くすぐり遊び

〇ギュッと抱きしめる

〇おでこゴッツンコ

〇お風呂でスキンシップ など

〇ブランコ　　〇すべり台

＊発育・発達に関することは、健康福祉課（☎92－5763）保健師まで気軽にご相談ください
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消防署
だより 火災の予防につとめましょう

　寒い日が続くようになり、「火」を使う機会が多くなってきました。

　これからの季節、火災発生の危険性が高くなりますので1人1人がしっかりとした「火」の取扱いを行い、

火災を未然に防ぎましょう。

阿賀町子ども未来フォーラム
を開催します

　阿賀町の子どもたちが「ふるさとの未来に、私たち

ができること」をテーマに阿賀町の未来について考え、

意見を発表します。

■日　時　12月26日（水）10：00～15：15

■会　場　阿賀町文化福祉会館

■内　容　○阿賀町小中高等学校児童生徒による総合学習成果発表

　　　　　○ファシリテーション（意見交換）

　　　　　○パネルディスカッション

■その他　入場無料、申込不要

皆様お誘いあわせのうえ、是非お越しください。

多数の皆様のご参加をお待ちしています。

【問い合わせ先】

　阿賀町教育委員会

　学校教育課

　☎92－2561

阿賀黎明高等学校卒業生
が頑張りました

　10月25日（木）から28日（日）埼玉県戸田市の
戸田ボートコースにおいて、ボート競技の「第
96回全日本選手権大会」が行われ、阿賀黎明
高等学校卒業生が活躍しました。2020年東京
オリンピックを見据え頑張っている卒業生た
ちのこれからの活躍にも期待です。

　なにか疑問や火災予防について、問い合

わせがある場合は阿賀町消防署　予防課予

防係までご連絡をお願いします。

阿賀町消防署　予防係　☎92－0119㈹

【大会結果】
男子舵手なしペア
　準優勝　　ＮＴＴ東日本　杉 崎 高 久さん
男子舵手なしクォドルプル
　準優勝　　仙台大学　　　佐 竹 洸 紀さん
　第６位　　トヨタ自動車　堀 川 隆 介さん
男子エイト
　優　勝　　ＮＴＴ東日本　坂 上 煕 英さん
女子舵手なしクォドルプル
　準優勝　　明治安田生命　土 屋 　 愛さん
女子エイト
　第３位　　北陸電気工業　滝澤明日花さん

1012月号11 広報あが



公民館コーナー公民館コーナー

阿賀町俳句の会
五句選

今
月
の
テ
ー
マ「
凩
・
木
枯
し
」

凩
や
落
ち
合
ふ
場
所
は
南
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
冬
人

木
枯
を
つ
れ
て
歯
科
院
の
ド
ア―

押
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
篠
　
ミ
チ

木
枯
ら
し
や
三
郎
様
か
木
の
葉
渦

　 ※

三
郎
様=

秋
山
郷
の
風
の
神
　
木
村
　
昭
彦

凩
や
峠
を
越
へ
て
音
立
て
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
﨑
　
雪
華

木
枯
し
に
負
け
ず
に
残
る
葉
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
將
勝

問
い
合
わ
せ
先
　
山
口
冬
人（
九
二
）四
三
四
五

【第13回 四季のあが町写真コンテスト】　作品募集
　四季折々の自然やいにしえから伝わる文化、歴史、そして温かく人情

あふれる我がふるさと阿賀町。お手持ちのカメラでふるさとの魅力を再

発見してみてください。皆さんの応募をお待ちしています。

仲良く生涯学習！　【寿大学】修了
　今年の６月から６回コースで開催された寿大学が修了しました。６０歳以上の町民を対象に創作活

動と町内外へのバス巡見を行いました。創作活動では、切り絵・塗り絵・書道の３教室に分かれて行

い、そこで作成した作品を１１月の町文化祭合同作品展に出品しました。

　阿賀町文化協会主催の「阿賀町文化祭」が、１１月２日(金)から１８日(日)にかけて、町内各地で

各分野の催しが開催されました。来場された方々は、思い思いに「文化・芸術の秋」を堪能しました。

　延べ約１，２００人の大勢の方からご来場いただきありがとうございました。

◆応募作品　阿賀町を題材にした作品

　　　　　　（四季折々の自然や人物・風俗・催しなど）

◆応募資格　プロ・アマ　不問。学生部門は小学生から大学（大学院を

　　　　　　含む）専門学生までとする。

◆撮影期間　平成３０年１月１日(月)～平成３０年１２月２５日(火)

　　　　　　※但し、第１２回同コンテストに応募した作品は不可

◆申込締切　平成３０年１２月２８日（金）必着

◆問合せ先　町社会教育課（☎９２－３３３３）

※詳細については、町公民館及び各分館に応募チラシがありますので、

　そちらをご覧下さい。

閉講式のようす 防犯講話のようす 作品を前に記念撮影

第12回 阿賀町長賞 受賞作品

文化・芸術に親しむ秋

～ 阿 賀 町 文 化 祭 　 開 催 ～
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　県内の豪雪地において、高齢者世帯などの除雪作業

を行うボランティア「スコップ」のメンバーを募集し

ています。活動を通じた地域の方との温かい交流や、

雪かきの技術講習も行いますので、初心者の方も楽し

みながら活動できます。大学のサークルや職場など団

体での登録も大歓迎です。

■申込み方法

　下記ウェブサイトの登録フォームよりメンバー登録

することが可能。

　・新潟県ホームページ

　　トップページより「除雪ボランティア」で検索

　　URL: http://www.pref.niigata.lg.jp/chiikiseisaku/

　　　　　yukivolunteer.html　

　　※申込用紙での登録も可能。詳しくは問い合わせ

　　　先まで

【問い合わせ先】

　新潟県地域政策課雪対策室　担当　佐藤

　☎025-280-5096

　メールアドレス：ngt010130@pref.niigata.lg.jp

除雪ボランティア「スコップ」メンバー募集

　見舞金の請求を忘れてはいませんか？

　見舞金の請求期間は、交通災害を受けた日から起算

して「１年以内」です。

　対象となる交通災害は、「道路上で交通に伴う衝突、

接触等による人身事故」のほか「自転車運転中の転倒

による受傷」など道路上における交通に伴う人身事故

が対象となります。

　対象とならないのは、「歩行中に誤って転んだ受傷」

「飲酒運転など悪質な交通違反をしたことによる受傷」

などです。詳しくは次にお問合わせください。

【問い合わせ先】

　町民生活課　町民生活係　☎92-5761　　　　　　

　　　　　　　各支所　行政係　☎18ページ

税金の申告相談についてのお願い

要介護認定高齢者に対する障害者控除対象者認定書の交付について
　介護保険制度の要介護認定を受けている65歳以上の方で、心身の状況が「障害者」「特別障害者」に準ずると認め
られる方は、確定申告等により所得税、住民税の障害者控除の対象になる場合があります。町に申請し、基準に該当
すると認められた方には、控除に必要となる「障害者控除対象者認定書」を交付いたします。

障害者控除

特別障害者控除

所得税

２７万円

４０万円

住民税

２６万円

３０万円

■控除額　※控除を受けるためには確定申告が必要です。

■認定基準日　
　　所得税申告の対象となる年の12月31日（ただし、対
　象の方が年の途中で死亡された場合または出国してい
　る場合は、その死亡日または出国した日を基準日とし
　ます）

■申請方法 
【申　請　者】本人または家族
【申　請　先】健康福祉課または各支所行政係
【必要なもの】申請書及び印鑑（確定申告する方と窓口
　　　　　　　に来られた方が異なる場合にはそれぞれ
　　　　　　　の印鑑）
※申請書は窓口に用意してあります。また、町HPから
　ダウンロードすることもできます。 

■その他
　・認定書は、その年の申告に限り有効です
　・なお、この認定書は税金の控除にのみ使用できる
　　ものであり、障害者としてのサービスが受けられ
　　るものではありません
　・身体障害者手帳1・2級及び、療育手帳Aの交付を
　　受けている方は対象となりません
　・年末調整等により認定基準日前に認定書が必要な
　　方はお問い合わせください。申請後の調査により、
　　認定基準日前の認定書交付が認められる場合があ
　　ります。

【問い合わせ先】健康福祉課　　　　　☎92-5763
　　　　　　　　鹿瀬支所　　行政係　☎92-3331
　　　　　　　　上川支所　　行政係　☎95-2213
　　　　　　　　三川支所　　行政係　☎99-2311

～利用者識別番号の取得事前相談会の開催～

【自宅からインターネット（ｅ－Ｔａｘ）で簡単に申告
　ができます！】
　平成31年１月から、ｅ－Ｔａｘ利用手続が簡便化さ
れ、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」
で申告書を作成し、マイナンバーカードやＩＣカード
リーダライタをお持ちでなくても、ＩＤとパスワード
を入力するだけの「ＩＤ・パスワード方式」により、自宅
等からパソコンやスマートフォンで簡単にｅ－Ｔａｘ
で申告ができるようになります。
※マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタをお
　持ちの方は、従来どおり「マイナンバーカード方式」
　によるｅ－Ｔａｘがご利用いただけます。

【確定申告に便利なＩＤ・パスワードを取得しましょう！】
　「ＩＤ・パスワード方式」に対応したＩＤ・パスワ
ードをお持ちでない方は、税務署で職員による本人確
認を行った上で、「ＩＤ・パスワード方式の届出完了
通知」を発行しますので、運転免許証などの本人確認
書類をお持ちの上、お近くの税務署へお越しください。
年明けからは税務署は混み合いますので、お早めに取
得をお願いします。

【ＩＤ・パスワード方式の届出完了通知をお持ちの方へ】
　平成29年分の確定申告を税務署の確定申告会場で行
い、既に「ＩＤ・パスワード方式の届出完了通知」を
受け取られた方は、平成30年分の確定申告は、是非、
「ＩＤ・パスワード方式」によるｅ－Ｔａｘをご利用
ください。

【問い合わせ先】
　新津税務署　☎0250-22-2151（自動音声案内）

税務署からのお知らせ
～ 平成31年１月から、ｅ－Ｔａｘ利用手続がより便利になります!! ～

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、社会保

険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額

が軽減されます。

　控除の対象となるのは、平成30年１月から12月ま

でに納められた保険料の全額です。

　また、ご自身の保険料だけでなく、ご家族（配偶者

やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払って

いる場合、その保険料も合せて控除が受けられます。

　なお、社会保険料控除を受けるためには、年末調整

や確定申告を行うときに、領収書など保険料を支払っ

たことを証明する書類の添付が必要となります。

　このため平成30年１月１日から10月１日までの間

に国民年金保険料を納付された方には11月上旬に日本

年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証

明書」が送られていますので、申告書の提出の際には

必ずこの証明書または領収証書を添付してください。

（平成30年10月２日から12月31日までの間に、平成

30年中に初めて国民年金保険料を納付された方には、

平成31年２月上旬に送付される予定です。）

　社会保険料（国民年金保険料）控除証明に関するお

問い合わせは、年金事務所のほかねんきん加入者ダイ

ヤルを設置していますのでそちらもご利用ください。

ねんきん加入者ダイヤル　☎0570-003-004（ナビダイヤル）

新潟東年金事務所　お客様相談室　☎025-283-1013

町民生活課　国保年金係　☎92-5761

平成３０年の社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書を送付しています

　更生保護に関する相談に応じる「更生保護サポート

センター」を下記のとおり開設しました。

　サポートセンターは、保護司ならびに保護司会が地

域の関係機関・団体と連携しながら地域で更生保護活

動を行うための拠点とし、地域ネットワークの構築及

び更生保護活動に関する情報提供の場として活用され

ます。

■日　時：毎週水曜日　10：00～ 15：00

■会　場：町役場　鹿瀬支所　３階会議室

【問い合わせ先】☎94-6702

「阿賀町更生保護サポートセンター」を開設

　年金事務所の職員による「ねんきん相談会」が下記

の日程で開催されます。相談には予約が必要です。基

礎年金番号のわかるものを用意して、あらかじめお電

話にてご予約ください。

■開 催 日 時　12月26日（水）10：00～15：00

■会　　　場　役場本庁　１階　多目的ホール

■予約申込先　☎025-283-1014（予約専用）

　　　　　　　新潟東年金事務所　お客様相談室

　　　　　　　8：30～17：15（土・日・祝・年末年始除く）

【問い合わせ先】町民生活課 国保年金係 ☎92-5761

年金事務所の「ねんきん相談会」

　雪によるＬＰガス事故を防ぐため、次のことに気を

つけましょう。

①ＬＰガス容器やメーター周辺、屋外設置の給湯器等

　は、雪に埋もれることのないよう除雪しておきまし

　ょう。

②屋根の雪下ろしの際は、周囲のＬＰガス設備にもご

　注意ください。

③排気筒や吸気口が雪で塞がれたり、排気筒に破損が

　ないか点検してください。

※万一、ガス漏れや燃焼器具に異常があった場合は、す

　ぐにお取引のあるＬＰガス販売店にご連絡ください。

【問い合わせ先】

 （一社）新潟県ＬＰガス協会　☎025-267-3171

雪害によるＬＰガス事故防止のお願い

新潟県交通災害共済

　税制改正により、来年２月中旬から予定している申

告相談以降、一部を除き確定申告書等をデータ送信に

より税務署へ提出することになりました。

　このことにより、「源泉徴収票等の書類の添付を省略

できる。」「還付金の振込みが早くなる。」「署名が不要

になる。」など申告の効率化が図られます。（※添付を

省略した書類は、５年間の保管が必要です。）

　確定申告書等をデータ送信するためには、あらかじ

め「利用者識別番号」を取得していただく必要があり

ますので、下記のとおり事前相談会を開催いたします。

　申告相談会場での取得は混雑が予想されますので、

確定申告書を提出する予定の方はこの機会にぜひ事前

相談会にご参加ください。

　また、インターネット（e-Tax）を利用した申告手

続きが簡便化され、確定申告しやすくなります。この

機会に自宅等からパソコンやスマートフォンでの確定

申告もご検討ください。

■日　　時　12月21日（金）10：00～15：00

　　　　　　12月25日（火）10：00～15：00

■会　　場　役場本庁　１階　多目的ホール

■必要書類　運転免許証等の本人確認書類

　　　　　　（ご家族分を手続きする場合は、運転免

　　　　　　　許証等のコピーをご持参ください。）

※e-Taxを「ID・パスワード方式」で利用するために

　は、税務署に行って利用登録する必要がありますが、

　この相談会でその利用登録手続きもできますので、

　ぜひご利用ください。

【問い合わせ先】町民生活課　税政係　☎92-5761

各種お知らせ ～ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ～各種お知らせ ～ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ～
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寄附者

波田清九郎  様

住　所

徳瀬区

予約の際は、希望するワクチンと

接種日をご連絡ください。

■予防接種は予約制です

 ［鹿 瀬 診 療 所］　９２－２２１９

 ［町営診療所みかわ］　９９－５１５５

○町へのご寄附

あたたかい心あたたかい心
格別のご芳志を賜りましたこと、
　　　　心より感謝申し上げます。

シルバー人材センターに

仕事を依頼してみませんか!!
親切・丁寧をモットーとして地域社会に貢献します

シルバー人材センターの

会員になって働いてみませんか!!
健康のために楽しみながら汗を流して働けます

＜お問い合わせ先＞

公益社団法人　

阿賀町シルバー人材センター

東蒲原郡阿賀町津川2136
阿賀町文化福祉会館2階
電  話 ９２－２１０３ 　FAX ９２－３００４

㈱東蒲観光バス
92-5000

お店や会社の宣伝をしませんか？

広報あがへの
広告募集中！
広報あがへの
広告募集中！
＜申し込み・問い合わせ先＞
　総務課庶務係　 92-3113

ドローン講習受講生募集
送迎員募集（バイト）

■必要な資格　普通自動車免許
■募 集 人 数　若干名

興味ある方はご連絡下さい興味ある方はご連絡下さい

㈱水原自動車学校
阿賀野市下条20－4  TEL0250－62－2000

★入校生も募集しています（全車種対応）

今 月 の 予 防 接 種今 月 の 予 防 接 種

12月26日(水)

1月 9日(水)

14:30～16:30

14:30～16:30

鹿瀬診療所 町営診療所みかわ

実施月日 実施月日時　　間 時　　間

12月17日(月)

12月20日(木)

12月27日(木)

1月 7日(月)

1月10日(木)

14:30～16:10

9:15～11:15／14:30～16:10

9:15～11:15／14:30～16:10

14:30～16:10

9:15～11:15／14:30～16:10
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「新潟いのちの電話」相談員募集のお知らせ

日本赤十字社協力金納入の御礼
　皆様からご協力いただきました平成30年度の日赤協力金につ

いては、総額1,416,712円となりました。

　この協力金は、日本赤十字社新潟県支部に全額送金し、災害

救護活動や献血事業等、日本赤十字社の活動に幅広く活用させ

ていただきます。皆様のご支援、大変ありがとうございました。

東蒲ライオンズクラブ様よりご寄附をいただきました
　10月25日開催のチャリティーゴ

ルフ大会の収益から小学校と阿賀

黎明高校へ図書の購入代としてご

寄附をいただきました。あたたか

い心ありがとうございました。

平成30年度自衛官候補生募集のお知らせ
防衛省では、下記のとおり自衛官候補生を募集しています。 ※詳細については、募集要項又は

自衛隊新発田地域事務所で確認し

てください。

採用予定数に達した場合、採用試

験を実施しない場合があります。

【問い合わせ先】

　自衛隊新発田地域事務所

　（☎0254-26-5619）

自衛官
候補生

第６回

第７回

第８回

第９回

受付中 ～ １月21日

１月22日 ～ ２月８日

２月９日 ～ ３月４日

最終受付   ３月11日

１月26・27日

２月16・17日

３月９日

３月16日

18歳以上
33歳未満
の者

自衛官採用種目 受付時期 試験日 資格

阿賀町 新潟市
阿
賀
町
バ
ス
好
評
運
行
中

バ
ス
バ
ス
で
ら
く
ら
く
、

に
い
が
た

に
い
が
た
へ

　新潟いのちの電話は、ボランティアによる電話相談活動です。孤独、不安などを訴える方々からの電話を、24時間

体制で年間２万件ほど受けています。けれども近年、聞き手不足が深刻です。あなたもぜひ、聞き手になってくださ

いませんか。

　電話相談員になるためには、所定の審査をパスし、約１年間の研修を終了した後、認定を受けます。相談員は、各

自 月２から３回（１回４時間程度、年２から３回の深夜帯を含む）の電話相談を担当します。活動に関しては、ボラ

ンティアとして無給（交通費も自己負担）が原則です。

■募集期間：2月28日まで

■対　　象：「新潟いのちの電話」の趣旨に賛同し、活動に積極的に参加できる、心身共に健康な23歳から66歳までの人

■募集人員：30人程度

■受 講 料：30,000円（補助する場合があります）+1泊研修10,000円

■研修期間：2019年4月～2020年3月の1年間　原則として毎週木曜日 18：30～20：30

■研修会場：新潟ユニゾンプラザ　ハート館（新潟市中央区上所2-2-3）

■申込・問い合わせ先：社会福祉法人 新潟いのちの電話 事務局　☎ 025-280-5677
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